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全
国
婦
人
新
聞
回
覧
表

召
集
そ
の
ま
ま
満
州

酒量脂

J¥ 

終
戦
、
置
い
て
け
ぼ
り
で
捕
虜

岡
極
さ
ん
の
場
合

従軍看護婦二人の体験を聞く

「
昭
和
十
八
年
に
高
知
で
召
集
を
受

げ
串
亡
た
。
ど
と
へ
派
遣
さ
れ
る
の
か

も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
日
赤
高
知
支
部

か
ら
大
阪
の
日
赤
病
院
へ
。
そ
乙
で
初

「
兵
隊
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
赤

紙
一
枚
で
召
集
さ
れ
た
の
に
、
敗

戦
に
な
っ
て
国
か
b
も
ら
っ
た
も

の
は
自
決
周
の
手
留
郵
と
膏
磁
カ

ι~けで
し
た
」

ι百
赤
従
軍

柄
引
穫
婦
岡
松
八
千
代
さ
ん
(
拘
る
は

当
時
を
回
想
し
て
怒

D
を
隠
さ
な

い
。
戦
争
中
、
兵
隊
と
同
じ
ト
守
つ

に
召
集
さ
れ
て
敗
色
濃
い
激
戦
地

で
軍
隊
と
行
動
を
共
に
し
て
戦
っ

た
日
赤
従
軍
看
護
婦
は
三
万
三
千

人
に
の
ぼ
D
、
そ
の
う
ち
外
地
派

遣
宥
綬
婦
が
一
万
三
千
五
百
人
。

門
日
赤
出
身
者
の
み
。
乙
の
ほ
か

陸
海
軍
従
軍
宥
綬
婦
が
い
た
)
。

戦
死
者
も
多
数
だ
し
て
い
る
。
乙

Pυ
た
犠
伎
に
対
し
政
府
も
や
っ

と
箆
い
腰
を
あ
げ
来
年
度
か
ら
、

日
赤
の
従
軍
割
引
綾
婦
で
十
二
年
以

上
の
外
地
勤
務
者
に
か
ぎ
っ
て

H

慰
労
金
u
H

と
い
う
名
目
で
年
金

を
支
給
す
る
と
発
表
し
た
が
、
対

象
者
は
全
体
の
0
・
=
一
%
に
す
ぎ

な
い
。
従
軍
君
綬
婦
に
も
軍
人
な

め
て
澗
州
へ
「
夕
、
の
だ
と
知
ら
さ
れ
、
一
澗
州
へ
。

び
っ
く
hu
い
た
し
串
F
U
た
」
。
一
当
時
は
乳
春
子
の
い
る
若
い
母
籾
で

岡
松
八
千
代
さ
ん
は
当
時
三
十
三
一
ず
ら
前
線
へ
強
制
的
に
召
集
さ
れ
た
と

才
。
結
縛
し
て
学
校
新
陵
婦
を
し
て
い
一
い
う
時
代
だ
っ
た
。

た
@
五
オ
と
ニ
才
の
子
P
志
が
い
た
。
一
「
私
の
班
は
四
七
O
斑
で
、
当
時
岩

下
の
子
を
実
家
に
あ
ず
け
五
オ
の
子
を
一
際
婦
が
少
な
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
高一

夫
に
託
し
て
後
援
を
ひ
か
れ
る
思
い
で
一
知
七
、
寄
川
七
、
愛
媛
七
人
の
混
合
編

一成
で
し
た
。
澗
州
に
行
き
大
速
に
者
〈

一
レ
テ
ぐ
に
H

郷
土
部
隊
君
蛾
H

の
名
目

一で
牡
丹
江
の
先
の
ソ
澗
国
境
の
近
く
の

み
の
恩
給
を
;
と
訴
え
て
き
た

「
旦
装
堅
選
婦
恩
給
震
の

会
」
は
運
動
の
一
部
が
や
っ
と
み

と
め
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
、
と
し

て
強
い
木
湖
を
示
し
な
が
ら
も
今

回
兵
隊
な
み
の
加
算
年
数
が
採
D

入
れ
ら
れ
た
こ
と
や
、
国
債
、
一

時
金
支
給
と
二
転
三
転
し
た
政
府

穿
を
年
金
と
し
て
の
取
D
あ
っ
か

い
に
し
た
の
は
成
果
だ
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
軍
人
思
給
に
く
ら

べ
て
額
は
半
分
か
ら
三
分
の
一
で

あ
る
。
い
ま
、
乙
の
機
会
に
改
め

て
従
軍
病
様
婦
の
置
か
れ
て
い
た

境
遇
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
か
、

運
動
指
ι
進
め
て
き
た
岡
松
八
千
代

さ
ん
(
高
知
安
部
H
現
住
所
H
川

崎
市
川
崎
医
榎
町
三
|
一

l
五一

一
)
の
従
軍
体
験
談
と
本
紙
に
寄

せ
ゃ
れ
た
吉
沢
笑
路
乃
さ
ん
(
長

野
市
在
住
H
元
殴
琢
従
軍
病
綾

婦
〉
の
手
記
を
通
じ
て
、
そ
の
一

部
を
か
い
ま
み
て
み
よ
う
。

虎
林
と
い
う
所
へ
派
遣
さ
れ
串

C
た。

四
国
の
部
隊
の
い
る
陸
思
病
院
で
す
」

敗
戦
ま
で
の
二
年
間
は
m刷
機
姉
煎
女

兵
士
宇
U
て
激
務
の
毎
日
。
朝
は
兵
隊

と
同
じ
に
軍
事
数
線
、
午
後
は
傷
病
兵

の
柄
引
授
。
「
虎
林
の
病
院
に
赴
任
す
る
弁
子
ぐ

嘗
か
さ
れ
た
の
が
祖
国
の
家
族
へ
の

H

遺
言
状
H

で
し
た
。
軍
事
教
師
慨
は
実

務
射
撃
。
銃
剣
術
は
も
ち
ろ
ん
本
物
で

q
0
4
0
4
0
4
0
4
0
0・
0
4
0
+
0
4
0
4
0
4
P

軸
健
か
笛
〈
ひ
ろ
う
ち
が
た
け
)
、
群
馬
、
福
島
な
ど
四
県
に
ま
た
が
畑

一
至
仏
山
(
し
き
さ
ん
〉
、
景
鶴
山

D
、
大
小
の
湿
原
に
恵
ま
れ
、
三

言
い
づ
る
さ
ん
〉
と
い
っ
た
な
に
た
、
北
長
物
の
震
埋
も
三

冊

か

懐

か

し

い

名

の

山

々

に

四

周

争

議

る

尾

瀬

。

ー

蜘

一
員
、
光
と
風
と
水
が
み
な
ぎ
る
底
容
の
ミ
ズ
パ
シ
ョ
定
行
楽
喜
一

目
に
、
数
知
れ
ぬ
種
類
の
花
々
を
は
じ
を
あ
け
、
山
吹
色
の
花
で
尾
瀬
ガ
原
町

冊
め
、
美
し
い
も
の
を
い
っ
ぱ
い
に
秘
を
穆
め
つ
く
す
ニ
吋
J

コ
ワ
キ
ス
ゲ
の
蜘

。
め
た
日
光
国
立
公
園
の
「
尾
瀬
」
最
確
期
が
過
ぎ
る
と
共
に
、
浮
き
立
。

官
、
さ
な
が
ら
H

天
然
の
宝
語
H

っ
さ
つ
な
若
者
た
ち
の
歓
声
も
泣
の
一

仙

と

い

え

さ

っ

。

き

、

品

蓮

に

秋

が

や

っ

て

く

る

。

伽

'

ミ

ヤ

マ

ナ

由

一

葉

つ

"

ナ

カ

マ

ド

が

一

一

紅

果

川

赤

い

突

を

ヱ

一

川

ぴ

、

山

は

カ

。

一

る

え

川

エ

デ

や

ナ

ナ

叫

一

散

燃

カ

マ

ド

の

紅

一

一
戸
」

γ
」
川
葉
と
プ
ナ
、
。

一

日

川

川

ソ

ワ

シ

カ

ン

冊

一

を

E
川
パ
の
演
が
た

一

一

沼

"

を

繊

幻

な

し

一

一

て

尾

瀬

沼

に

一

一

そ
の
影
喜

E、
で
さ
が
燃
え
一

立

つ

の

で

あ

る

。

一

「
十
月
の
依
脊
の
日
を
中
心
に
、
噛

ほ
ん
の
こ
、
三
日
が
用
瀬
の
紅
葉
の
。

警
で
す
。
乙
の
時
期
が
過
ぎ
る
と
一

一
院
で
散
っ
て
し
串
や
つ
ん
で
す
」
J

そ
柵

れ
ゆ
荏
L
ま
た
怒
か
れ
る
人
も
多
い
。

の
で
あ
る
。

H

沼
の
面
は
ま
ず
ま
ず
澄
み
、
葉
か
蜘

げ
に
す
だ
く
虫
の
声
。
湿
原
は
い
つ
。

か
喜
に
枯
れ
、
母
校
臼
も
、
川

枯
葉
が
終
日
降
D
そ
手
見
町
。
蜘

(
彦
聖
護
氏
)
…

重
-
秋
…

一
閣
の
…

保
問
4

D

L
P
瀬

一

語
拘
由
一
一
-
尾
町

L--
一
=
-
-
-
E
E
-
-
E
F
-
-
一
言
「
骨
。

満州時代の岡松さん

〈総合口座の定期〉がベんりでも

〈総合口座の定期〉になさると、急におカオ、が必

要になったときにもベんりです二お預けの〈定期〉

の9切か最高100万円までの自動融資がご利用

になれますL普通預金のご余裕分比低合口座の

|総合口座の定期預金|

鰍の⑥虚言置董

普通預金のご余裕分は、有利な〈定期〉ヘ

キャッシユカードでの現金引き出しゃ自動支払

い…なE、鋭?の窓口を通きないお料の動き

が多いですね。月に一度は、日頃のおカヰ、の出

入りをご記入に窓口へ。そうすると、ふだん使

うおカネと将来に備えて残せるおカオ、がはっき

りしてきます。夏のボーナス亡とりあえず普

通預金に入れておいたおカえ、も、そのままになっ

ているのではないでしょうか。お早めに利息の

有利な〈定期〉になさってはいかがでしょう。

く定期液検 λ日
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}
昨
年
か
品
展
開
-
軍
が
仕
事
の
開
闘
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
白
部
外
に
匝
ん

でお
p
、
そ
ろ
そ
ろ
ア
メ
リ
カ
自
体
増
L
も
劇
岳
績
で
い
い
聾
同
世
を
つ

とめ
γξ
れ
そ
う
で
あ
は
あ
る
し
、
二
年
も
見
な
い
醸
由
顔
見
た
さ
壱
、
同

と
か
-
カ
月
白
ヒ
マ
を
つ
く
っ
て
出
掛
立
与
腔
白
席
行
は
、
惇
自
が
舟
見

白
亜
酬
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
れ
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
E
P
E多
か
っ
た
園

し
ゃ
レ
、
目
ー
本
に
比
べ
る
と
土
地
は
号
、
ま
で
も
広
〈
、
物
資
は
串
り
に

も
豊
か
な
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
.
た
っ
た
一
方
月
白
師
在
で
は
、
象
で
い
う

な
ム
己
居
用
の
先
ぐ
ら
い
を
日
本
女
性
四
私
刑
見
て
き
や
戸
川
口
に
過
ぎ
な
い
.

だ
か
ら
己
れ
は
あ
く
ま
で
も
私
白
か
い
問
見
た
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。

放

送

作

霊
安

藤

は

つ

え

(日曜日)昭和83・9月ユ0 目

外
見
よ
り
中
い
か
豪
華

退
職
金
で
建
て
た
自
慢
の
家

国倉E明三E開 便物l!IllJl

「
え
、
私
自
ト
シ
で
す
か
.
一一十

句
才
が
り
こ
っ
ち
、

ιり
な
い
こ
と

に
し
て
い
る
ん
で
す
」
に
ぎ
や
か
に

賢
う
.
前
レ
、
世
え
れ
ば
い
い
っ
て
も
ん

己
ゃ
な
い
.
穿
岨
罰
を
蝿
仇
J

上
げ
る

「
マ
マ
を
た
て
、
お
客
を
品
r字
、
、
立

白
子
を
た
て
」
垂
の
楢
寄
託
じ
く

する
E
と
が
「
私
は
ギ
b

伊!も

献
も
う
ま
い
と
且
っ
ち
ゃ
い
な
い
。

オ
ー
バ
ー
な
普
い
方
ず
る
と
乙
白
商

売
は
寧
せ
を
柑
る
た
と
え
、
い

勺
と
き
壱
も
、
お
書
量
ん
が
、
高し

〈
間
屈
な
時
間
者
持
っ
て
〈
れ
れ
ほ

と」
本
来
、
曹
埋
甚
蝿
l
l
唖
情
白
起

伏
は
惜
し
い
方
だ
.
気
持
が
時
人
る

目
だ
っ
て
あ
る
.
「
そ
ん
な
時
は
体

む
ん
で
す
.
担
害
に
掛
い
か
ら
」

軍
は
商
用
揖
車
市
川
戸
田
古
い
鼻

輯
屋
さ
会
』
っ
た
.
そ
れ
が
空
軍
で

す
べ
て
を
賢
い
、
父
母
と
前
提
主
人

で
埼
玉
県
白
岩
岨
市
に
酎
開
.
聞
も

な
や
父
は
ガ
ン
で
死
ん
だ
.
「
小
さ

い
平
た
ち
を
輯
む
」
そ
れ
が
蝿
挫
の

問
だ
っ
た
.

母
は
家
政
酬
を
し
な
が
ら
。
貧
し

い
事
レ
だ
っ
た
.
学
控
を
革
え
る
な

D
働
き
に
出
た
.
岩
明
は
人
形
中
帯

留
め
白
町
.
女
百
四
、
女
工
l
l片

っ
ぱ
し

p
pゃ
っ
た
.
「
モ
田
園
田

開
行
散
な
ら
何
で
も
回
っ
て
る
。
と

に
か
く
い
つ
も
散
っ
て
た
」
散
は
、

H

不
叩
デ
へ
白
し

vdス
タ
y
ス
で
あ

D
、
車
レ
4
0
揖
て
描
だ
っ
た
由
か

も
.十
九
時
四
時
で
あ
る
.
揺
を
高
桂

へ
あ
げ
な
貯
れ
ば
担
金
が
ほ
し

か
っ
た
.
京
商
冊
目
宙
に
出
た
.
ぉ

軍
基
目
円
札
を
闘
の
聞
に

Fν
込
『
散
は
辞
書
定
か
り
レ
パ
ト
『

ん
だ
.
夢
中
で
空
会
抵
え
ず
〔
A

可
な
は
多
い
ほ
う
だ
つ
た
.
=
一間
詣
軒
白

らも
P
H

ず
つ
げ
ど
と
費
う
)
O
W
E
D
E
宜
を
歌
え
な
か
っ
だ
ら
周
章
だ
か

仕
事
師
げ
る
四
か
い
わ
か
ワ
M
W
4
7
J

え
ら
ね
え
』

と
ん
で
い
る
時
に
、
古
田
和
じ
が
人
に
ぎ
や
か
に
-
輯
に
な
っ
ず
品
砕
き

っ
て
主
.
生
当
ま
い
散
で
も
な
立
つ
事
軒
車
~
か
ら
と
白
霊

を売るの

冬の夜、始発電車まで

t通壇日9J!)

ミ幸せな時、

第 204号

い
閣
は
、
軍
を
出
る
時
、
片
道
町
田
付

白
代
金
し
か
持
た
な
か
っ
た
。
「
附

り
白
骨
は
必
ず
檀
い
で
や
る
」
騨
買

が
己
己
ま
古
田
宜
を
育
て
た
よ
う
で

ある。

ま
で
行
っ
た
わ
来
た
P
し
て
い
た
己

弁

E
一
再
な
主
主

&胃合

忘
れ
ら
れ
な
い
E
と

合

い
ろ
い
ろ
あ
る
け
ど
。
二
人
官

事
レ
て
い
た
.
酔
っ
た
泊
客
か
ら
お

第 204号

奇
跡
の
:

雲
一
方
で
、
事
フ
主
フ
白
喜
一
字
通
D
，
裏

P
的

な

内

容

が

多

る

け

で

あ

る

。

一

刑

事

朋

、

オ
D
D
l華
創
世
.
聞
き
ミ
セ
ス
・
主
主
ム
ラ
一
.

や
「
世
さ
」
白
得
点
丹
析
盟
、
幼
姐
由
一
〈
、
在
フ
ぎ
フ
白
去
五
商
品
と
と
う
一
軍
一
回
目
「
ベ

V
Tコ
ン
サ
ル
テ
ィ
一

P悩
み
に
阻
む
人
た
ち
に
カ
パ
I
マ
I
一

つ
ぎ
つ
ぎ
に
新
横
軸
を
う
ち
出
じ
、
i

在
百
時
間
置
な
量
産
・

2
主
し
た
霊
会
を
す
る
白
は
ち
ょ

Z一
ン
グ
フ
デ
」
は
昨
年
白
勢
っ
ち
一
ク
と
い
う
響
を
支
密
だ
った・

一
そ
白
ニ
ュ
1
ポ
リ
ゾ
イ
詰
持
白
う
ち
で
サ
ン
パ
ウ
ロ
美
術
館
一民

果
、
苦
ゃ
ん
が
E
1
z
語
、
一
護
憲
じ
さ
え
す
る
の
だ
が
・

τD時、
産
審
に
よ
る
肌
省
主
一
そ
の
オ

μr社
長
重
揖
し
と
に
つ
く
D
出
し
た
園
高
権
|
「
生

一

)

(

(

)

揮
、
種
、
豊
田
咽
宮
、
音
色
は
一
ル
申
点
在
大
会
語
、

一ム
ツ
カ
パ
ー
か
人
宅
主
冊
、
苦
一
白
剤
ジ

λ
ジオ
H
M
l均

一直
阻
曹
君
主
喜
と
じ
己
申
、
主
一
主
主
震
は
「
サ
一
Y
パ
ク
ロ
興

「
明
る
い
」
「
ひ
甘
く
」
幸
三
一
「
富
も
フ
ア
ヅ
シ
夕
、
7
7
ッ
一
ぞ
ん
白
ハ
ラ
や
般
を
軍
事
、
連
動
一
ジ
ャ
パ
Y
オ
ロ
干
宅
一
壁
面
二
て
の
菅
、
あ
ら
ゆ
る
事
事
面
ず
る
一
情
問
屋
」
を
聞
b

J

1

1

j

l

i

面
白
い
こ
と
E
更
を
輿
し
一ショ

yで
追
い
か
廿
て
塁
。
だ
が
圃
一が
自
由
に
で
き
る
の
が
ミ
y
・
ま
た
従
一
万
一
千
白
オ

D
fサ
ロ
ン
庖
袋
署

Y
T
-
-
カ
1-亨一

、
人
び
と
は
己
れ

一
イ
タ
リ
ヤ

・ル
ネ
ッ
サ
シ
ス

・フィ

い
」
青
と
哩

L
3フ
雪
を
、
目
一
近
べ
干
用
品
は

3
3
3
t一
軍
白
若
田
博
声
じ
か
な
い
紙
オ
ム
ツ
一
ち
を
過
し
兵
曹
上
白
ア
ド
バ
イ
ス
一
章
量
主
会
-
一
レ
y
ツ
ェ
置
雰
囲
軍
ダ
ッ
デ
ィ
白

軍
事
七
謹
ん
で
い
な
か
っ
た
・
一
も
語
、
妻
、
裂
が
盈
需
品
一
E
、
や
は
名
手
刀
ジ
ナ
ル
・
一

F
Uて
い

る

・

一

円

唖

か

他

割

か

ei--
要
白
己
実
一
「
唱
冊
子
」
、
ル
ネ
ツ
サ
シ
喜
重

そ
の
た
め
市
販
商
品
に
は
、
由
人
品
一
き
よ
う
に
な

pt宅
そ
れ
喜
一
事
も
タ
y
ス
や
ベ
ヅ
ド
、
ベ
ピ
I
一

b

一
宮
在
，

F
に
主
主
、
や
が
一
匠
の
一
人
)
フ
フ
一
ア
エ
ロ
D
霊
園
「
キ

一

一

一
惜
め
畳
有
に
梧
曜
と
喜
び
を
与
え
る

一，n
a湾

t
s，ぶ
4
z
-Z

4
1

-

J
一
，
r

i

-
-
-
F

ーハバし
!
卜

宣

言

て

議

室

い

E

一

議

少

す

量

産

唱

を

iっ
喜
一ヵ
I
去

、
丹
析
闘
査
予
定
い
っ
ぱ
一
と
と
を
モ
f
E
E
る

i
一王

れ

を

つ

者

τい
っ
た
も
白
た
一
員
あ

ιぃ7
h
J
Y
X一
一
ー

も判
明

・

一

還

に

向

廿

る

か

Z
互
い
「
自
主
ち
四
き
て
い
る
母
、一

1
語
、
「
内
面
白
揖
」
を
強
調
1ι

一品

E
E
Z
Zぜて
い
一

げ

空

会

主

君

主

ロ

ア

西
聖
書
で
は
、
さ
定
安
全
性
一
E
商
品
化
学
研
農
民
宮
て
一
メ
ー
カ
ー

E
tない
で
五
一
喜
白
一
つ
E
て
P
R
ま
ね
て
ト
一
パ

r
i
-
-
:

一目
四
田
市
ー
一
望
一
夏
努
ノ
ワ

車
問
し
、
「
己
れ
は
/
」
と
い
う
ガ
一目

白

昔

、

事

長

ナ

ル

プ

I
Z品
化
寄
震
の
努
を
幅
一
さ
ま
大
学
盟
D
R
み
を
重
さ
引
一

1
2
E
J
-
-〕

一川

崎

ヨ

ー

と

脅

」

2

2

3
5
2思フ
ェ
ス
テ
一回
品
目
害
誌
で
き

teで
一て、

Fzg-主
息

一

セ

i
一マ

ERI--M2・?
・
一
障
害
回
四
十
五
点
比
三
告

阿

一

パ

ル
か
伝
宅
だ
が
一
点
、
ニ
宵
円
一
す
.
国
i
E
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

tて
一製

造

で

き

な

い

品

は

メ

ー

カ

ー

に

案

一

‘

l

一

日

露

公

喜

一

五

霊

雇

発

富

田

す

そ

四

J
E
E
Pて
ま

す

五

izrz-3マタ
ニ
テ
ィ
ス
ー
や
瞳
一
っ
ち
雲

i
i
d一理
由
商
品
・
利
用

i
t
E
2
5
5、安
心
し
し
て
、

i寄
る
つ
も
p
t
一長

説

話

日

目

71・PM
8
・白
書

一

2
4
5
2日

一

一

一

i

一

"

一て
白
メ
ロ
ッ
ト
は
長
J

な
る
だ
雪
一
て
一
買
っ
E
b
王
手
」
.
ど
ん
な
に
一ず
」
と
変
建
富
は
ベ
ビ
1
7
一

t
一
岨

-

圏一
う
:
苫
フ
在
フ
は
赤
ち
ゃ
ん
白
オ
モ
一
怯
本
棚
田
前
で
は
、
何
人
も
四
割
児
一
乱
童
相
陣
、
睡
眠
相
融
カ
日
暫
旦
て
開
一
令
飽
き
る
。
車
ち
ゃ
ん
九
も
苧
ア

一

一

一

一
る
白
に
苦
期
し
た
と
い
う
・

一
ト
r
i
l
--
1
11
1
11
1
11
14
1
1
I
ll
i
t
-
-
H
1

一

一

一

一

:

、

一

か

。
し
か
も
世
手
宍

l
ト
白
え
ピ
一置い
も
の
で
も
霊
長
か
な
い
.
そ
し
一
1
ド
也
貰
瞭
期
間
盟
示
暫
時
普
あ
耽
一

一
司
山
川
M
m
m
mt
11
1
1
1
AM
m冊
目
目
出
川
H
M
」

佐
一
チ
ャ・

3言
、
至

宝

一挙
中
に
な
っ
て
、
お
買
に
入

D
Z一
帽
さ
れ
て
い
奈
、
今
回
目
見
ど
E
る一

B
D
E
i
p
-
-フェ
ス
テ
ィ
バ
ル
H

と
い
え
ば

i
z相臣
官
な
れ
れ
ば
と
い
う

一由
美
苧
メ
ー
カ
ー
に
申
し
入
れ
と
現
在
旬
、

j
R
S王
室
死
-
普
コ
ト
パ
で
あ
る
@
人
聞
は
乙
白
E
京
高

一

一宮
一
フ
吉
一
つ
に
し
E
?
レ
喜
一を
開
げ
て
い
た
・
三
日
に
は
「
一
貝
一
は
「
赤
ち
ゃ
ん
と
王
チ
ヤ
」
・
「
出

一担
・
多
〈
白
苦

Z
昼
間
直
っ
て
一
!

!

i

!
E

l
l

-

-

一
昔
、
住
宅
真

実

警

せ

、
二
一
す
で
に
死
刑
的
事
与
し
い
?
?
字
引
t
t
t
u
i
-ぃ
ι
u
一

一

i
pっぽ
い
l
E
一パ白

E
」

g
i一環
皇
軍
良
商
品
」
だ
っ
ち

一も

自

宅

工

事

起

草

輔

元

J

'

人

向

「

イ

川

起

一

室

目

撃

量

め

て

い

ZT27515ιukrrf伝子
U

一

一は、

8
5
2真
白
で
開
一パ
パ
に
な
る
予
定
宇
一
-
天
白
星
が
一
西
宮
一
臣
で
は
、
号
室
一語
由
自
主
主
、

5
j一
二

プ

!

?

ふ

れ

?

〉

F
T
て

一

れ

た

と

同

5
2
?と
山
、
無
事
畑
出
方
自

E
E甘出
す
吋

3
1
!
一

酌一
睡
さ
れ
た
語
ベ

i
j一輔
君

彦

;

層

部

大

義

一

号

2
3
5上一
ん
の
ま
管
理
っ
て
い

t
p一
一

ケ

?

二

l
u
f
J
閥

、

川

一

一

輪

開
一
る
・
今
世
田
室
長
田
あ
町
四
一

一

色

一

軒

口

MREまが
い
つ
も
若
々

R
一

間一

J
Fフ

f
2
5
1
7.一生
震
は
「
脅
さ
人
霊
長
っ
て
一
げ
、
商
品
化
学
融
宗
主
同
で

d
一よ

」

一

ち

て

:

判

明

仁

一

一

九

十

三

?

と

~

嚇

麟

ラ

一

を

き

る

意

時

五

回

東

る

阻

み

一

一一

段

し

て

川

る

引

君

主

配

-u
F
1
1め
一

哩一
己
白
京
ベ
干
フ
1
ぷ
「
パ
パ
白

一言

書

・

2覇
電

吾

妻

立

つ

時

一

品

っ

て

い

る

・

一

一
，

f

F，

.
υ
?
?幽
一

ケ

開

陣

三
と
い
え
る
・

2
5

ガ

ラ
カ
フ

一一-

つ
で
も

好
み
は
?
安
全
性
は
?
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四
百
余
年
の
伝
統
-
和
・
洋
・
中
華
と

工
夫
ひ
と
つ
で
、
お
い
し
さ
い
ろ
い
ろ
。

わ
が
家
の
妹
、
つ
く
り
に
ヒ
ガ
シ
マ
ル
を

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

うずくちは心もち

控えめにお使い

くださるように・.

ハ
州
〉
川

⑧資生堂

化
粧
品
か
ら
の
お
願
い

@
肌
に
合
っ
た
化
粧
品
を

化
粧
品
は
体
質
な

E
に
よ
り
、
ご
〈
ま
れ
に
肌
に
A
ロ
b

な
い
こ
と
も
あ
り
ま

t
使
用
中
に
異
和
惑
が
あ
り
ま
し

た
ら
使
用
守
中
止
し
、
も
よ
り
の
資
生
堂
チ
ェ
イ
ン
ス

ト
ア
ま
た
は
資
生
堂
の
「
消
費
者
相
餓
窓
口
」
へ
と
相
肢

〈
だ
き
い
.

@
肌
に
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
か

肌
に
湿
疹
・
炎
症
・
傷
な
E
の
異
常
が
あ
る
場
合
じ
は
、

化
粧
品
の
使
用
は
見
合
b
抄
ま
し
さ
王
化
粧
は
、
や

は
り
健
康
な
肌
で
あ
勺
て
こ
そ
美
し
く
は
え
る
も

a
L
t

。
正
し
い
場
所
に
置
い
て
く
だ
さ
い

化
粧
品
に
は
変
質
し
な
い
よ
う
い
ろ
い
ろ
工
夫
が
な
色

れ
て
い
ま
す
が
、
極
端
な
高
温
・
低
温
下
平
.
直
射
日
光

の
あ
た
る

t-』
ろ
に
長
期
開
放
置
し
て
お
く
と
変
質
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

a
f、
ご
注
意
〈
だ
さ
い
.

務
化
粧
品
を
正
し
〈
使
っ
て
い
た
だ
〈
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
=
ん
訟

=
と
あ
ん
な
こ
と
』
を
ご
希
望
の
方
総
資
生
量
広
報
室
消
費
者
"

ま
で
ご
連
輯
〈
だ
さ
い
.

、... 

、.0

い
つ
も
資
生
堂
化
粧
品
を
お
使
い
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ゲ
い
ま
十
九
そ
れ
ぞ
れ
の
化

粧
品
は
、
+
分
に
生
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。資
生
堂
化
粧
品
は
極
め
て
室
在

が
寓
く
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
正
し
く
お
使
い
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、
そ
の
目
的

を
果
た
し
得
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

す
よ
う
、
あ
な
た
ご
自
身
で
も
ぜ
ひ
次
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

毎
日
た
の
し
く
安
心
し
て
お
使
い
に
な
れ
ま

。
説
明
書
を
お
続
み
く
だ
さ
い
。

后
顕
で
の
鋭
明
だ
り
で
な
〈
.
化
粧
品
に
つ
い
て
い
る

脱
明
敢
闘
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
や
使
用
法
寺
。
い
は
注

意
事
項
な

E
を
よ
〈
確
か
め
て
〈
だ
さ
い
.

、• 

リン分の少ない5つの洗剤でお応えしま女ライオン油脂は、
お
洗
た
〈
に
も
心
〈
ば
り
を

湖
や
川
の
本
の
汚
れ
が
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
中
で
、
洗
剤
に
合
ま
れ
る
リ
ン

分
が
そ
の
汚
れ
の
一
因
で
あ
る
と
し
た
ら
、

毎
日
排
出
さ
れ
る
洗
た
〈
水
に
も
心
く
ば
り

が
大
切
で
す
。
ラ
イ
オ
ン
油
脂
は
、
洗
剤
メ
ー

カ
ー
と
し
て
、

ζ
の
問
題
を
真
剣
に
受
け
と
め
‘

以
前
よ
り
リ
ン
分
の
少
な
い
洗
剤
の
開
発
に

労
め
て
き
ま
し
た
。
リ
ン
分
に
は
、
洗
浄
力
を

一UM
め
た
り
、
同
化
を
防
止
す
る
は
た
ら
き
が

あ
り
、
洗
剤
に
と
っ
て
大
切
な
成
分
で
す
。

新
原
料
で
低
リ
ン
化

こ
れ
ま
で
の
原
料
と
技
術
で
は
、
リ
ン
分
を

減
ら
す
‘
」
と
は
非
常
仁
同
難

t
色
れ
て
き
ま

し
な
し
か
し
、
ラ
イ
オ
ン
油
脂
は
、
〈
A
O
S
V

と
呼
ば
れ
る
今
ま
で
に
な
い
同
期
的
な
原
料

を
独
白
に
聞
発
し
、
洗
う
-Mを
強
め
な
が
ら
、

し
か
も
リ
ン
分
を
従
来
よ
り
ず
っ
と
少
な
い

8
%以
下
に
お
き
一
え
る
ニ
と
に
成
功
し
ま
し
た
g

適
量
使
用
の
お
ね
が
い

現
在
お
届
け
し
て
い
る
ラ
イ
オ
ン
油
脂
の
5
つ

の
洗
剣
は
、
す
べ
て
.
こ
の
よ
う
に
し
て
生

ま
れ
た
り
ン
分
の
少
な
い
洗
剤
で
す
.
私

E

も
の
「
湖
・
川
・海
を
き
れ
い
に
」
の
願
い
が

少
し
で
も
'
I
h
i
u
〈
尖
を
結
ぶ
た
め
に
、
毎
日
の

お
沈
た
く
て
も
、
洗
浄
力
が
強
く
‘
し
か
も

P
ン
分
の
少
な
い
ラ
イ
オ
ン
泊
胞
の
洗
剤
を

正
し
く
計
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
い
わ
九
1ν
ふ
4

・+'e

⑧ヲf河レ細菌喜志式会誌



力
作
出
そ
ろ
ョ
つ
」

川
引
劃
引
例
し
く

(4) (日曜日)

各
テ
レ
ビ
局
の
秋
の
新
番
組
が
出
そ
ろ
っ
た
。
日
本
テ
レ
ピ
の
お
周
年
記
念
番
組
や
フ
ジ
テ
レ
ビ
の

8
僚
を
投
じ
て

制
作
し
た
大
剖
蒔
代
劇
「
柳
生
一
族
の
陰
銀
」

、
テ
レ
ピ
朝
日
系
8
社
が
共
同
制
作
し
た
「
亭
主
の
家
出
」
な
ど
の
力

作
ま
た
N
H
K
の
子
供
の
た
め
の
S
Fア
ニ
メ
「
キ
ャ
プ
テ
ン
・
フ
ュ

l
チ
ャ
l
」、

閤
碁
フ
7
ン
の
た
め
の
「
囲
碁

ア
ワ
1
鶴
聖
戦
」

(
T
B
S
)
な
E
、
多
様
化
す
る
視
聴
者
の
ニ

I
ズ
に
あ
っ
た
番
組
が
続
々
と
萱
場
。
秋
の
夜
長
を

楽
し

φ
セ
う
で
す
。
今
回
は
総
新
番
組
を
特
集
し
、
上
・
下
二
固
に
分
け
て
掲
載
い
た
し
串
参
。

昭和53隼 g月ユ0 自同

一

haul--31
引か
lN
H
K
一
一
一
四
/
8
y
「
近
世
革
新
思
想
の
義
」

一

}

一

川

J

L
ニ
ハ
舎
、
四
/
7
1
「
古
代
再
発
見
」

岡
町
一

他
局
に
比
べ
る
と
改
編
の
最
も
少
な
一
(
土
)
。

ad
一
い
の
が
N
H
K。
十
月
中
に
新
し
く
ス

一

合
ピ
ヴ
ク
・
ア
ヴ
プ

連
続
テ
レ
ビ

-一

タ
l
ト
ず
る
の
は
。
総
合
テ
レ
ビ
ジ
ョ

一小
説
「
わ
た
し
は
海
」

A
F
一
ジ
堂
一
本
、
教
育
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
は
、一

昭
和
初
期
少
回
一
終
戦
の
混
乱
期
ま
で

。
一
H

大
学
問
座
u"
の
内
容
が
変
わ
っ
た
だ
一
の
激
動
の
時
代
を
、
身
よ
り
の
な
い
多

・
咽

一

け

。

一

〈

の

子

pvも
た
ち
を
育
て
、
明
る
く
自

唱
a
一
ま
ず
、
総
合
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
一
自
に
生
き
た
一
人
の
女
性
の
波
乱
に
宮

一月
3
土
咽
目
ま
で
「
お
て
い
ち
平
ん
」
一
ん
だ
半
生
を
、
笑
し
い
瀬
戸
内
の
海
を

・
由

一
の
あ
と
が
、

m月
2
日
ヂ
D

「
わ
た
し
一
背
景
に
描
〈
凌
の
物
館
。

1
i
一

は
海
」
に
。

m
/
7
3
毎
土
限
自
の
一
多
国
す
む
は
、
昭
和
の
初
期
若
松
か

ト同

一
「
海
外
テ
レ
ビ
映
画
」
の
わ
〈
に
「
土

一ら
大
阪
ま
で
石
炭
を
積
ん
で
往
復
す
る

4
a
一
閣
ド
-
フ
マ
」
が
新
設
さ
れ
、
人
気
作
家

一機
帆
船
の
申
で
主
人
公

・
川
村
ミ
ヨ
は

一
の
作
品
を
シ
リ
ー
ズ
で
次
々
に
紹
介
す

一生
ま
れ
育
っ
た
。

一
る
。
第
l
回
は
松
本
清
張
シ
リ
ー
ズ。

一

生
み
の
母
・
松
子
富
本
ス
ミ
子
)

一
日
/
U
1火
曜
日
の
夜
、
子
供
向
け
番

一
は
、
ミ
ヨ
が
5
歳
の
中
に
家
出
し
二
一

一組、

S
Fア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
「
キ
ャ
プ

一
人
の
姉
も
陸
に
上
っ
て
い
る
が
、
ミ
ヨ

一
テ
ン

・
フ
ュ
l
チ
ャ

1
」
が
は
じ
ま
一
は
後
添
の
母
あ
や
(
三
島
ゆ
り
子
)
、

一
る
。
ア
メ
リ
カ
の
S
F作
家
、
ヱ
ド
宏
一
父
・
喜
市
(
弁
上
昭
交
)
、
弟
、
船
方

一
ン
ド
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
原
作
の
H

キ
ャ
プ
一
の
源
吉
な
ど
に
阻
ま
れ
て
、
明
る
い
、

一
テ
ン
・
フ
ュ
l
チ
ャ

1
シ
ョ
1
ズ
H

を
一
そ
し
て
海
の
好
き
な
娘
に
成
長
。
が
、

一も
と
に
制
作
U
た
も
の
。

一あ
る
日
胤
に
あ
い
、
そ
れ
を
機
に
父
親

一

教
育
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
今
回
の

一
は
陸
に
上

m
D農
業
を
す
る
決
心
そ
す

一
大
学
総
座
内
容
は
、

日
/
2
1
「
経
済

一
る。

H

船
を
す
huた
〈
な
い
H

と
い
う

一
学
と
市
民
基
耳
」
(
月
)
、
羽
/
33
一
ミ
ヨ
の
願
い
も
む
な
し
く
、
一
家
は
倉

m一
「
明
治
精
神
の
抽
構
造
」
(
火
)
、
m
/
一橋
島
で
、
ミ
カ
ン
の
栽
洛
に
従
事
す
る

蜘一

4
1
「
ふ
間
と
病
気
の
斜
学
」
(
水
)
一
乙
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
虫
容
や
冷
密

m一
m/
?「
生
活
変
動
と
さ
き

一
な
ど
に
あ
い
、
ミ
ヨ
の
波
乱
の
人
生
か

守理一得一
{遠巻539号}鱒 204号

「わたしは海j ミヨは官接からも好かれる明るい娘だった

〈上〉

「事主の家出Jどこにでもある平凡な家庭が崩れ去る時……

…一日一
ペ
ル
テ
レ
ビ
朝
日
……

モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
銀
占
問

題
や

ω分
の
大
型
番
組
な
ど
ユ
ニ
ー
ク

さ
を
持
っ
た
テ
レ
ビ
朝
日
FPUく
、
今

回
の
編
成
は
、
柔
軟
な
張
勢
に
よ
D
、

視
聴
者
の
ニ
l
ズ
に
適
合
し
た
番
組
を

タ
イ
N
A
D
-に
編
成
す
る
と
い
う
こ
と

が
一
番
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

ド
ラ
マ
、
ス
ポ
ー
ツ
、
報
道
の
各
分

野
で
積
極
的
な
イ
ベ
ン
ト
編
成
を
行
い

話
題
性
の
あ
る
大
型
ス
ペ
シ
ャ
ル
番
組

を
大
胞
な
編
成
枠
で
放
送
す
る
と
い

A
J

。た
と
え
ば

m月
第
l
週
に
は
、
超
大

作
「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
」
を
連
続
4
日
間

プ
ラ
イ
ム
タ
イ
ム
枠
で
9
時
間
初
分
会

嗣
を
一
挙
放
映
。

m月
刊
凶
自
に
は
1
時

間
町
山
分
に
む
た
め
d

、
外
務
省
公
鱈
漏
え

い
事
件
を
取
材
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
ド
ラ
マ
「
ザ
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
密
約
」
な

P
話
題
作
が
目
白
押
し
。
量
的
改
編
よ

M
U
質
的
改
編
歩
あ
さ
し
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー

番
組
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
!
と
い
う
。

-
朝
日
放
送
)
が
相
互
の
連
携
感
を
深
め

新
番
組
は
・
・
・

9
/お
1
ド
-
フ
マ
「
み
一
番
組
向
上
を
図
る
目
的
で
共
同
制
作
し

ず
き
の
花
匂
う
と
き
」

、
m
/1
1
一
た
も
の
。

「
世
界
乙
戸
志
名
作
劇
場
」
、
パ
ラ

一

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
作
家
の
吉
村
昭
が
、

エ
テ
ィ
「
笑
ア
ッ
プ
歌
間
大
作
戦
」
一
家
出
中
の
友
人
の
新
聞
記
者
の
鱈
と
、

〈
仮
)
、
「
マ
ッ
チ
プ
レ
l
選
手
権
」

一自
分
の
体
験
を
も
と
に
書
い
た
作
品
で

m
/
2
1
「
亭
主
の
家
出
」
、

m
/
3
一中
年
男
の
哀
感
を
ひ
と
味
違
っ
た
切
h
U

1
「
破
れ
新
九
郎
」
、

m
/
5
5
「定

一
口
で
描
い
て
い
る
。

れ
ノ
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
ー
」
、

m
/
8
1
一

「
夫
は
猿
回
し
の
猿
で
、
ζ
の
猿
が

「
お
ち
ζ
ぼ
れ
瞥
部
・
我
が
友
は
真
犯

一
お
金
だ
け
集
め
さ
せ
ら
れ
、
食
物
を
与

人
」
(
仮
)
、

羽
/
7
1
「
タ
レ
ン
ト
一
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
告
ち
な
る
か
」

子
育
て
鈴
」
、
「
私
の
ス
タ
l
探
険
」

一
と
い
う
こ
と
を
メ
l
y
・
テ
!
?
に
渇

m
/
u
i
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
劇
場
・
索
敵
一
求
し
、
男
と
女
の
会
〈
興
っ
た
生
窃
の

な
あ
い
つ
」
、

m
/
m
t
「
お
は
な
ち
一
間
に
あ
る
難
問
に
つ
い
て
、
そ
の
理
解

ゃ
ん
繁
昌
記
」
、

m
/
U
1
「
判
決
」
一
を
超
文
て
な
お
結
ぴ
あ
い
陵
み
あ
お
う

m
/
m
i
「
風
鈴
捕
物
帳
」
。
帯
で
一
h
Z
9
る
性
と
性
の
激
突
を
喜
劇
的
に
錨

m
/
2
3
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ニ
ュ

1
一
品
【
出
し
、
中
年
男
の
心
を
、
ほ
ろ
に
が

ス
」
(
仮
)
が
。
一
い
ユ
ー
モ
ア
に
託
し
て
映
像
化
し
た
も

占

H

ピ
ッ
ク
・
ア
ソ
プ
「
亭
主
の
家
一
の
。

出

」

一

主

演

は

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

の

哀

歓

を

演

テ
レ
M
朝
日
系
列
8
社
(
テ
レ
ピ
朝
一
じ
で
は
定
評
の
あ
る
小
林
佳
樹
。
そ
の

日
、
北
海
道
テ
レ
ビ
、
東
日
本
放
送
、
一
他
に
三
ツ
矢
歌
子
、
岸
田
今
日
子
、
杉

名
百
度
テ
レ
ビ
、
朝
日
放
送
、
広
島
ホ
一
浦
町
田
畑
、
池
上
季
曲
目
子
、
山
田
隆
夫
な

l
ム
テ
レ
，
‘
搬
戸
内
海
放
送
、
九
州
一
ど
.

『

-
E
E

・E・

柳生十兵衛役でナマのアクションを見せる千灘署竃ー

.ベJ同会にお入りくださいこの看板のあるカネボウチェーン庖・有名百貨庖でお買いもとめください 関
川

l創
出
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わたしの小ジワ対策

あのソフィア・ローレンや

ヘツブツfーンを日本のテレビに

登場させるなど

国際的に活隠する加藤さん。

rj光顔クリームと必るま湯洗顔・

そして化粧水と乳液…

肌も心も若々しい81才の母の

やり方をまねしていますU

側

乃

一

関

口

m

J

利一
徒一

一
気
ヨ
州

--n
d，v
-
h
v
'
 

ゆ臣
、
一戸
ポ

叫
台
佐
木

砂

メ
瓦
内

みずみずししうるおいのある美しい素肌を…

メイJヤンクず〈スペリア〉は、

そんな頗いをこめて生まれた基礎化粧品。

お!日Lに栄養をあたえ、

小ジワ・肌あれを防ぎま士一

おしゃれの秩は素肌のお子入れから・・・。

お組みまえには

メイJヤンク'{スペリア〉のうよ・3毒クリームで

お手入れしましょう。

KDD 

アジア以外の国(香港を含も)へは(03)21ト5511

通信衛星が中継 してご家庭へ・.....

お手伝いしているのはKDDです

'Nz近、，l，f;起になってし、るアメリカ大

リーク;必ノ、ッスル・プレーやカラフ

ルなユニフォームをお茶の間で、楽し

めるのは、テレピ衛足中継のおかげ

ですユあの同保は、'去は太平洋の上

.'~35 ， 800kmの îーな 1iにi字ぷインテノレ

サットWUとL、うj必伝伶jhlを経由。

/1:の絵のように、いろいみなルートを

たどりながらも、好球場から一瞬の

うちに LH:-:へ込られてくるのです。

いま、 4偶の通信衛星が

全世界をカバーしています

屯;1，主は光とhi]じてiまっすぐj隼みますL
ですから、まあるい地球上て、屯j皮

を1&するふそのままでは'j勺iiの彼}j
へとんでL、ってしまい、追〈へは通信で

きません。 そこで， J副J術担カf~f:'t1 iの

'1'舗が心の役'，;11]をはたしているの

です二いま、 k‘ドirとインドif上空に

lfl占|す'つ、大凶作1-."~(=2伽!の計 4

{I占!のmf>tLカftl!:伴を結ぶ1EI際jJ!I信
にフル1"1，んKDDIま太判)':衛星で
北米や長州、!RIHアジアと、また山口

待I足j副，;刈カーらインドi下衛星を経由、

欧州や'1'近点、アフリカとj副言。世界

を十11r--(こ全JJ投球を就けています。

、

国際電話のお申込み番号...・東京23区内(市外局番03地域)・大阪市内(市外局番06地域)からは局番なしの0051・京都(市外局番075地域)・神戸(市外局番078地峻)からは(06)945-1122・左記以外からアジア諸冨(香港を除<)へは(03)211-4211

全国のご家庭て

アメリカと司し函イtが
楽しめます


